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会　計　名 収入（歳入） 支出（歳出） 差　引

一 般 会 計 46億5125万円【12.0％増】 46億474万円【11.8％増】 4651万円

特
別
会
計

国民健康保険事業 2億124万円【03.8％減】 2億96万円【03.8％減】 28万円

簡 易 水 道 事 業 4億4485万円【10.5％増】 4億4417万円【10.5％増】 68万円

後期高齢者医療 7570万円  【5.1％増】 7550万円  【5.0％増】 20万円

　令和３年度決算認定は、12月定例会で可否（認定・不認定）を決定しますので、採決結果は次号（第138号）の議会

だよりでお知らせします。

令和３年度各会計収支（歳入・歳出）一覧　※カッコ内は前年度比

令
和
４
年
第
３
回
定
例
会
に
お
い
て
、
令
和
３
年
度
一
般
会
計
、
国
保
・
簡
水
・
後
期
高
齢
者
医
療
の
各
特
別
会
計
決
算

認
定
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
伴
い
、
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て
、
委
員
会
に
付
託
し
審
査
す
る
こ
と
を
決
め
、
９
月
22
日
に
「
令
和
３
年
度
各

会
計
決
算
特
別
委
員
会
」
を
設
置
し
、
正
副
委
員
長
の
互
選
を
行
い
ま
し
た
。
10
月
４
日
に
決
算
書
等
の
説
明
や
質
疑
を
行

っ
た
後
、
討
論
・
採
決
を
行
い
、
す
べ
て
の
会
計
を
『
認
定
す
べ
き
も
の
』
と
決
定
し
、
同
日
閉
会
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
委
員
会
の
審
査
報
告
書
は
、
12
月
下
旬
開
催
予
定
の
令
和
４
年
第
４
回
定
例
会
に
提
出
し
ま
す
。

　９月22日・９月22日・
10月４日10月４日

決算特別委員会決算特別委員会
令和３年度令和３年度

一般会計  支出（歳出）合計
46億474万円

一般会計  支出（歳出）合計
46億474万円

支出
（歳出）

諸支出金等　3億3031万円

農林水産業費　2億4534万円

議会費　5132万円議会費　5132万円

議会運営に要したお金

庁舎管理や地域振興などに要したお金

総務費　8億9065万円総務費　8億9065万円

民生費　9億8230万円

高齢者・障がい者福祉や保育園、
児童手当などに要したお金

衛生費　4億9880万円

予防接種、健診、ごみ処理
などに要したお金

農業振興や、有害鳥獣対策などに要したお金

商工費　3億4193万円

商工会・観光協会への補助金やふ
るさと納税の返礼品などに要した
お金

土木費　3億4214万円

道路整備や除雪などに要したお金

返済金（公債費）4億7506万円

町の借金（町債）の返済に充てたお金

町の貯金（基金）に積み立てたお金

学校の運営や教材購入、町民セ
ンタ－の管理などに要したお金

教育費　2億3908万円教育費　2億3908万円

消防の運営や防災無線の管理
などに要したお金

消防費　2億781万円消防費　2億781万円

前年度比約１億6280万円の増前年度比約１億6280万円の増

４億７千万円４億７千万円
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令和３年度

依

財

存

源

収入
（歳入）

自主

財源

一般会計  収入（歳入）合計
46億5125万円

一般会計  収入（歳入）合計
46億5125万円

令和元年度

令和２年度

令和３年度

◆借入金（地方債）残高の推移〈一般会計〉

令和３年度は、町の借金が前年度比9411万円の減

となりました。
町の貯金（基金）は令和元年度以降増えており、

令和３年度は前年度比４億3535万円の大幅増とな

りました。

令和元年度

令和２年度

令和３年度

◆貯金（基金）残高の推移〈一般会計〉

住民税、固定資産税、軽自動車税などにより得たお金
町税　3億5822万円町税　3億5822万円

令和２年度決算で繰り越されたお金
繰越金　3331万円繰越金　3331万円

寄附金　4億8290万円

ふるさと納税等で寄附されたお金

町民センターなどにおける施
設使用料や各種証明発行手数
料などにより得たお金

使用料及び手数料　使用料及び手数料　
6716万円6716万円

自治体間の格差を無くすため、国
から交付されたお金

地方交付税地方交付税
21億2535万円21億2535万円

国からの補助金など使い道が
特定されているお金

国庫支出金国庫支出金
6億4334万円6億4334万円

道からの補助金や委託
金などにより得たお金

道支出金道支出金
2億4000万円2億4000万円

国などから借りたお金

借入金（町債）借入金（町債）
3億6164万円3億6164万円

ガソリン税など特定の税収の一部を国が町に譲与したお金

消費税など税収の一部を国が町に交付したお金

地方譲与税　4166万円地方譲与税　4166万円

その他の交付金　1億663万円その他の交付金　1億663万円

決算 ふるさと納税ふるさと納税

次ペペペペペページジジジジはは次次次ペ次ペ次ペ次ペ次ペペペ次 ージージジジジははははは 決決決決決決算算特特特 委 会会会会ののの 査査内内内内決決決決決決決決決決決決算算算算算算算算算算算算算算特特特特特特特特特特特特特特特特別別別別別別別別別別別別別委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員会会会会会会会会会会会会ののののののの審審審審審審審審審審審審査査査査査査査査査査査査内内内内内内内内内内内内内内容容容容容容容容容容容容容容容容容容容容

土地貸付などによる財産収入
や基金からの繰り入れなどに
より得たお金

その他の収入
　1億1672万円　1億1672万円

建物等の保険還付金などによ
り得たお金

諸収入　7432万円諸収入　7432万円

{

{
４億７千万円

１７億６０３５万円

１８億６８７５万円

２３億　４１０万円２３億　４１０万円

３２億８６０５万円

３５億　６３４万円

３１億９１９４万円３１億９１９４万円
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徹底審査徹底審査
ここでは、各会計決算特別委員会で
行われた質疑や各委員からの提言を
要約してお知らせします。

令和３年度決算令和３年度決算

　
　
　
　

コ
ロ
ナ
禍
だ
っ

　
　
　
　

た
が
、
健
診
の

参
加
率
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。　
　

　
　
　
　
　
　

参
加
率
は

96
％
だ
っ
た
。
参
加
で
き

な
か
っ
た
数
名
は
、
別
の

日
に
計
測
し
た
り
、
家
庭

訪
問
を
実
施
し
、
全
件
把

握
で
き
て
い
る
。

乳
幼
児
健
診
等
事
業
経
費

衛生費

乳
幼
児
健
診
の
参
加
率
は

密集しないよう工夫しながら実施しています

補
助
金
の
仕
組
み
の
変
更
は

有
害
鳥
獣
駆
除
対
策
経
費

農水費

補助金を利用すると以降３年間は利用できません

民生費

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
現
状
は

地
域
支
援
事
業
経
費

配食サービスは見守り機能も果たしています

総務費

新
規
利
用
者
数
は

　
　
　
　

光
フ
ァ
イ
バ
事

　
　
　
　

業
は
２
０
０
件

近
く
の
新
規
利
用
者
を
見

込
ん
で
い
た
が
、
結
果
は
。

　
　
　
　
　
　

目
標
は
１

９
０
件
で
あ
り
、
７
月
段

階
で
１
４
０
件
程
度
の
申

込
み
が
あ
っ
た
と
聞
い
て

い
る
。
検
証
は
事
業
後
２

年
を
目
途
に
実
施
予
定
で

あ
る
。

高
度
無
線
環
境
整
備
推
進
事
業

光回線により通信速度が速くなりました

 
委員会での質問数委員会での質問数

　   3939 回 回

上 村上 村

嶋 田嶋 田

　
　
　
　

予
算
が
余
っ
て

　
　
　
　

い
る
年
度
に
、

再
申
請
を
可
能
に
し
て
は

ど
う
か
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

公
平
性
に

欠
け
る
こ
と
の
無
い
よ
う

に
し
て
い
る
。

　

た
く
さ
ん
の
方
が
使
え

る
よ
う
な
形
を
変
更
す
る

予
定
は
今
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

産
業
課
長

　
　
　
　

配
食
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　

の
１
食
あ
た
り

単
価
が
約
７
７
０
円
と
高

額
だ
が
、
他
事
業
者
と
の

対
比
は
。

　
　
　
　
　
　

食
事
が
提

供
で
き
て
栄
養
が
行
き
届

く
こ
と
に
加
え
て
見
守
り

も
中
身
に
含
ん
で
お
り
、

な
か
な
か
業
者
が
い
な
い

の
が
現
状
で
あ
る
。

情
報
防
災
係
長

野 崎野 崎

ほ
け
ん
課
参
事

ほ
け
ん
課
参
事

麿麿



　
　
　
　

自
主
財
源
が
少

　
　
　
　

な
い
中
で
、
今

後
ど
の
よ
う
に
行
財
政
を

運
営
し
て
い
く
の
か
。　

　
　
　
　

起
債
等
に
頼
ら

ず
自
主
財
源
を
確
保
す
る

た
め
に
、
様
々
な
仕
掛
け

を
行
っ
て
、
健
全
な
運
営

が
で
き
る
よ
う
環
境
を
整

え
て
ま
い
り
た
い
。
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職
員
は
本
町
の
お
か
れ
て
い
る

　
　

厳
し
い
財
政
状
況
の
認
識
を

　

一
般
会
計
に
お
い
て
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う
厳
し
い
経
済

情
勢
の
中
で
、
歳
入
の
要
で

あ
る
町
税
の
確
保
に
向
け
、

徴
収
努
力
の
成
果
に
よ
り
、

滞
納
状
況
が
大
幅
に
改
善
し

て
い
る
。
今
後
も
適
切
な
徴

収
対
策
を
講
じ
、
滞
納
解
消

に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

町
税
以
外
の
歳
入
で
は
、

ふ
る
さ
と
納
税
寄
附
金
の
大

幅
な
増
収
に
よ
り
、
新
た
な

財
源
が
確
保
で
き
た
こ
と
に

つ
い
て
、
町
長
を
は
じ
め
担

当
職
員
の
ふ
る
さ
と
納
税
増

収
へ
の
取
組
に
対
し
、
敬
意

を
表
す
る
。
今
後
も
、
本
町

の
特
性
を
活
か
し
た
返
礼
品

の
確
立
を
目
指
し
、
寄
附
金

の
増
収
に
努
め
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

簡
水
会
計
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
何
十
年
も
滞
納
繰

越
を
行
っ
て
い
た
債
権
が
整

理
さ
れ
、
収
入
未
済
額
が
減

額
さ
れ
た
。

　

し
か
し
、
現
年
度
の
未
収

入
額
が
徐
々
に
増
額
し
て
い

る
傾
向
も
見
受
け
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
も
新
た
な
滞

納
を
発
生
さ
せ
な
い
取
組
と
、

収
入
未
済
額
の
解
消
に
努
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
簡
水
会
計
に
は
、

現
在
約
16
億
円
も
の
地
方
債

償
還
残
高
が
残
存
し
て
い
る
。

令
和
６
年
度
よ
り
公
営
企
業

会
計
へ
の
移
行
も
予
定
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
健
全
な

運
営
に
努
め
て
い
た
だ
き
た

い
。

　

国
内
で
は
、
未
だ
収
束
が

見
え
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
物
価
高
騰
に

よ
り
、
住
民
生
活
や
地
域
経

済
に
も
様
々
な
影
響
を
及
ぼ

し
て
い
る
が
、
全
て
の
町
民

が
、
安
全
で
安
心
し
て
生
活

で
き
る
町
を
目
指
し
、
職
員

一
人
ひ
と
り
が
本
町
の
お
か

れ
て
い
る
厳
し
い
財
政
状
況

を
し
っ
か
り
と
認
識
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
能
力
を
遺
憾
な
く

発
揮
し
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
を

要
望
し
た
い
。

監
査
委
員　

原
田　
　

修

監
査
委
員　

今
井　

聡
裕

各
会
計
決
算
審
査
意
見
書
︵
抜
粋
︶

子
ど
も
の
均
等
割
の
見
直
し
を

国
民
健
康
保
険
事
業

国保特会

　
　
　
　

国
保
基
金
の
積

　
　
　
　

立
額
が
増
加
し

て
い
る
が
、
子
ど
も
の
均

等
割
を
中
学
卒
業
ま
で
０

円
に
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　

令
和
３
年

度
に
見
直
し
を
行
い
、
毎

年
金
額
が
減
っ
て
い
く
予

定
だ
っ
た
。
今
後
に
つ
い

て
は
ま
た
検
討
し
た
い
。

国保基金は過去最高額となりました

今
後
の
行
財
政
運
営
は

行
財
政
運
営

歳　入

原材料費の高騰により工事費も増えています

リ
フ
ト
の
点
検
結
果
は

ス
キ
ー
場
管
理
運
営
経
費

教育費

　
　
　
　

リ
フ
ト
緊
張
重

　
　
　
　

錘
調
査
の
結
果

は
。　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

現
状
、
す

ぐ
に
重
大
な
事
故
に
つ
な

が
る
と
い
う
こ
と
は
考
え

に
く
い
と
報
告
を
受
け
て

い
る
が
、
リ
フ
ト
の
使
用

前
後
に
管
理
者
が
点
検
作

業
を
実
施
し
て
い
る
。

リフトは経年劣化が激しい状況です

活
用
で
き
る
よ
う
な
結
果
は

ス
マ
ー
ト
農
業
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

農水費

葉面の水分量を測定する装置です

　
　
　
　

町
内
で
役
に
立

　
　
　
　

つ
よ
う
な
結
果

は
で
た
の
か
。

　
　
　
　

ワ
イ
ン
用
ブ
ド

ウ
に
つ
い
て
、
栽
培
技
術

が
未
熟
な
新
規
就
農
者
支

援
と
し
て
、
病
害
虫
発
生

時
期
を
知
ら
せ
る
仕
組
み

と
し
て
、
無
料
で
配
布
し

た
。

副
町
長

野 崎野 崎

生
涯
学
習
係
長

上 村上 村

嶋 田嶋 田

町　

長
佐 藤佐 藤

ほ
け
ん
課
長

基金の推移

0

(百万円)

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

30

60

90

120

150
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９月22日９月22日

第　回定例会
令和４年令和４年

３３
第２弾 物価高対策予算を補正第２弾 物価高対策予算を補正

補
正
予
算

◇
一
般
会
計
（
第
４
号
）

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

高
齢
者
世
帯
等
へ
の
１
世
帯

１
万
２
千
円
の
給
付
金
や
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
濃
厚

接
触
者
へ
の
自
宅
待
機
中
食

料
セ
ッ
ト
購
入
費
等
に
よ
る

追
加
補
正
、
敬
老
会
の
中
止

等
に
よ
る
減
額
補
正
が
提
案

さ
れ
、
審
議
・
採
決
の
結
果
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

高齢者世帯等へ現金給付など高齢者世帯等へ現金給付など

◇
一
般
会
計
（
専
決
第
２
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
承
認

▼
仁
木
町
議
会
議
員
及
び
仁

木
町
長
の
選
挙
に
お
け
る
選

挙
運
動
の
公
費
負
担
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
職
員
の
育
児
休
業

等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い

て　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
仁
木
町
社
会
福
祉
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
制
定
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

▼
損
害
賠
償
請
求
事
件
の
損

害
賠
償
額
を
定
め
和
解
す
る

こ
と
に
つ
い
て

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

そ
の
他
の
議
案

補正額 予算総額

・一般会計（４回目の補正）※専決第２号

     　 13万7000円増  46億2771万1000円
・一般会計（５回目の補正）

 　   6315万9000円増 46億9087万円
・国民健康保険事業特別会計（２回目の補正）

 　   11万9000円増 1億9530万8000円

　

関
教
育
委
員
会
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
新
教
育
委

員
に
朝
山
綾
子
さ
ん
を
任
命

す
る
こ
と
に
対
し
、
全
員
賛

成
で
同
意
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

朝あ
さ

山や
ま

綾あ
や

子こ  

さ
ん

◆
教
育
委
員
会
委
員

（
北　

町
）

◇
国
保
特
別
会
計
（
第
２
号
）

　
　
　
　

全
員
賛
成
で
可
決

　

第
３
回
定
例
会
は
︑

第
３
回
定
例
会
は
︑
９９
⽉⽉
2222
⽇
に
開
会
し
︑
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
︒

⽇
に
開
会
し
︑
同
⽇
閉
会
し
ま
し
た
︒

 

町
か
ら
︑
決
算
認
定
︑
補
正
予
算
︑
条
例
改
正
︑
道
路
認
定
︑
⼈
事
案
件
が
上
程
さ
れ
︑
決

 

町
か
ら
︑
決
算
認
定
︑
補
正
予
算
︑
条
例
改
正
︑
道
路
認
定
︑
⼈
事
案
件
が
上
程
さ
れ
︑
決

算
認
定
を
除
く
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
︒
︵
決
算
認
定
は
︑
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

算
認
定
を
除
く
全
て
の
議
案
を
可
決
し
ま
し
た
︒
︵
決
算
認
定
は
︑
特
別
委
員
会
を
設
置
し
て

付
託
︶
ま
た
︑
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
⽐
率
及
び
資
⾦
不
⾜
⽐
率
の
報
告
が

付
託
︶
ま
た
︑
令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ
く
健
全
化
判
断
⽐
率
及
び
資
⾦
不
⾜
⽐
率
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
︒

あ
り
ま
し
た
︒

 

議
員
か
ら
は
︑
１
件
の
意
⾒
書
が
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
⼀
般
質
問
で
は
︑
２

 

議
員
か
ら
は
︑
１
件
の
意
⾒
書
が
提
出
さ
れ
可
決
し
ま
し
た
︒
ま
た
︑
⼀
般
質
問
で
は
︑
２

⼈
の
議
員
が
登
壇
し
︑
町
⻑
に
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
︒

⼈
の
議
員
が
登
壇
し
︑
町
⻑
に
考
え
を
問
い
た
だ
し
ま
し
た
︒

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

定
例
会
の
あ
ら
ま
し
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告

令
和
３
年
度
決
算
に
基
づ

く
健
全
化
判
断
比
率
及
び
資

金
不
足
比
率
の
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

　

健
全
化
判
断
比
率
の
う
ち

※黒字のため、算定されません。

令和元年度 令和２年度 令和３年度
－ － －

◆実質赤字比率（早期健全化基準15.0）
・財政運営の深刻度を示すものです。

令和元年度 令和２年度 令和３年度
－ － －

◆連結実質赤字比率（早期健全化基準20.0）

※黒字のため、算定されません。

・一般会計と特別会計を合算し運営の深刻度を
　示すものです。

令和元年度 令和２年度 令和３年度
9.9 9.8 9.2

◆実質公債費比率（早期健全化基準25.0）
・資金繰りの危険度を示すものです。

令和元年度 令和２年度 令和３年度
5.9 － －

◆将来負担比率（早期健全化基準350.0）
・将来財政を圧迫する可能性を示すものです。

決
算
認
定

令
和
３
年
度
一
般
会
計
及

び
３
特
別
会
計
（
国
民
健
康

保
険
事
業
・
簡
易
水
道
事

業
・
後
期
高
齢
者
医
療
）
の

決
算
認
定
は
、
特
別
委
員
会

を
設
置
し
て
付
託
し
、
閉
会

中
に
審
査
す
る
こ
と
に
決
定

し
ま
し
た
。

▼
令
和
３
年
度
各
会
計

決
算
特
別
委
員
会

委
員
長

木
村　

章
生

副
委
員
長　

麿　
　

直
之

特
別
委
員
会
を
設
置
し

閉
会
中
に
審
査

※
議
長
を
除
く
、
８
名
の
委
員
に
よ

り
構
成

※
関
連
記
事
２
〜
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載

道
路
認
定

　

町
道
稲
園
線
終
点
か
ら
、

町
道
モ
ン
ガ
ク
線
の
区
間
の

路
線
に
つ
い
て
、
町
道
認
定

が
提
案
さ
れ
、
会
議
を
休
憩

に
移
し
、
現
地
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

現
地
視
察
終
了
後
、
会
議

を
再
開
し
、
審
議
・
採
決
の

結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

実
質
公
債
費
比
率
は
、
前
年

度
比
０
・
６
㌽
減
、
将
来
負

担
比
率
は
黒
字
と
な
り
、
依

然
と
し
て
健
全
な
水
準
を

保
っ
て
お
り
、
今
後
も
健
全

な
財
政
運
営
に
努
め
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

　

こ
の
路
線
に
つ
い
て
は
、

昭
和
63
年
度
に
工
事
は
完
成

し
て
い
ま
し
た
が
、
当
時
、

相
続
上
の
理
由
で
用
地
寄
附

が
整
わ
な
か
っ
た
も
の
で
、

現
在
の
土
地
所
有
者
よ
り
、

道
路
用
地
と
し
て
町
へ
寄
附

す
る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
を

得
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
用
地

測
量
を
実
施
し
、
８
月
３
日

付
け
で
寄
附
申
込
み
を
受
け

た
も
の
で
す
。

起点

終点

国道５号線

町道１番線

路線名：第４稲園線
延　長：525.86m
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　防災・減災等に必要な防災・減災等に必要な
　　　 　　　　 　予算の確保を予算の確保を要望要望

予算の安定的かつ継続的な確保を！予算の安定的かつ継続的な確保を！国
・
政
府
等
へ
要
望

意

見

書

▼
国
土
強
靱
化
に
資
す
る
社

会
資
本
整
備
等
に
関
す
る
意

見
書

　
　

提
出
議
員　

嶋
田　
　

茂

　
　
賛
成
議
員　

佐
藤　

秀
教

　

北
海
道
は
、
豊
か
で
美
し

い
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
広

大
な
土
地
と
海
に
育
ま
れ
た

豊
富
で
新
鮮
な
食
を
強
み
に

我
が
国
の
食
料
供
給
を
担
う

と
と
も
に
、
本
道
特
有
の
歴

史
・
文
化
や
気
候
風
土
な
ど

を
有
し
て
お
り
、
こ
う
し
た

北
海
道
な
ら
で
は
の
独
自
性

や
優
位
性
を
生
か
し
な
が
ら
、

将
来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能

な
活
力
あ
る
北
海
道
の
実
現

を
目
指
し
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、
社
会
資
本

整
備
を
取
り
巻
く
環
境
は
、

激
甚
化
・
頻
発
化
す
る
自
然

災
害
や
、
巨
大
地
震
等
の
リ

ス
ク
増
大
の
ほ
か
、
今
後

一
斉
に
更
新
期
を
迎
え
る
橋

９月２２日９月２２日

第　回定例会第　回定例会
令和４年令和４年

３３

余市川は整備が進んでいます

佐
藤
町
長
の
行
政
報
告

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

年
７
月
よ
り
第
７
波
と
し
て
全
国
で
大
流
行
し
、
本
町
に

お
い
て
も
８
月
中
旬
頃
か
ら
感
染
拡
大
が
続
き
、
よ
う
や

く
落
ち
着
き
つ
つ
あ
る
状
況
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

秋
以
降
の
流
行
再
燃
は
世
界
的
に
も
懸
念
さ
れ
て
お
り

ま
す
の
で
、
本
町
に
お
い
て
も
基
本
的
な
感
染
対
策
の
励

行
に
つ
い
て
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
仁
木
町
敬
老
会
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
年
度
は

開
催
す
る
こ
と
と
し
準
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

７
月
以
降
、
町
内
は
も
と
よ
り
、
道
内
に
お
け
る
１
日
当

た
り
の
新
規
感
染
者
数
に
増
加
の
兆
し
が
あ
り
、
と
り
わ

け
重
症
化
リ
ス
ク
が
高
い
と
さ
れ
る
ご
高
齢
の
皆
さ
ま

へ
感
染
が
懸
念
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
、

開
催
を
中
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
全
国
学
力
・

　
　
　
　
　
　

学
習
状
況
調
査
に
つ
い
て

岩
井
教
育
長
の
教
育
行
政
報
告

全
国
の
⼩
学
校
６
年
⽣
と
︑
中
学
校
３
年
⽣
を
対
象
と

し
た
⽂
部
科
学
省
に
よ
る
全
国
学
⼒
・
学
習
状
況
調
査
が

４
⽉
に
実
施
さ
れ
︑
８
⽉
末
に
調
査
結
果
が
通
知
さ
れ
ま

し
た
︒

 

⼤
ま
か
な
結
果
に
つ
い
て
は
︑
⼩
学
校
に
お
い
て
は
︑

国
語
︑
算
数
︑
理
科
の
３
科
⽬
全
て
で
全
国
平
均
を
下

回
っ
て
お
り
︑
中
学
校
に
つ
い
て
は
︑
国
語
︑
数
学
と
も

全
国
平
均
を
若
⼲
下
回
る
結
果
で
し
た
が
︑
理
科
は
全
国

平
均
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
︒

り
ょ
う
な
ど
の
公
共
施
設
の

老
朽
化
な
ど
、
様
々
な
問
題

を
抱
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
平
常
時
・
災
害

時
を
問
わ
な
い
北
海
道
を
支

え
る
基
盤
の
確
立
に
向
け
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱
化

に
資
す
る
社
会
資
本
の
整
備

を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
国
と
地
方
の

適
切
な
役
割
分
担
の
も
と
、

防
災
・
減
災
・
国
土
強
靱
化

に
必
要
な
予
算
を
安
定
的
か

つ
継
続
的
に
確
保
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

国
土
強
靭
化
に
資
す
る
社
会

資
本
の
整
備
・
管
理
が
長
期

安
定
的
に
進
め
ら
れ
る
よ
う
、

公
共
事
業
関
係
予
算
の
所

要
額
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
実
態
に
鑑
み
予
算
を

重
点
配
分
す
る
こ
と
等
を
求

め
る
も
の
で
、
審
議
・
採
決

の
結
果
、
全
員
賛
成
で
可
決

し
関
係
機
関
に
提
出
し
ま
し

た
。　
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町
政
の
そ
こ
が
聞
き
た
い

第３回定例会の一般質問には、２人の議員が登壇しました。
紙面の都合により、内容を要約してお知らせします。

ニキボーのなになに？

一般質問とは
一般質問とは、議員が町政全般にわたり、執行機関に対して事務の執行状況及び将来に対する方針
等について所信をただし、あるいは報告、説明を求め、又は疑問をただすことです。

一般質問の詳しい一般質問の詳しい
内容はコチラから内容はコチラから
Ｃｈｅｃｋ！Ｃｈｅｃｋ！
　　　（第３回定例会）　　　（第３回定例会）

農業労働力確保と宿泊施設の取組は

佐藤　秀教　議員
10

さとう ひでのり

補聴器購入に助成を

上村智恵子　議員
11

うえむら ちえこ
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一　般　質　問 

佐藤　秀教 議員
さとう  ひでのり

問
農
業
労
働
力
確
保
に

向
け
た
取
組
状
況
と

今
後
の
対
策
は
。

町
長
不
足
す
る
労
働

力
を
保
管
す
る

た
め
、
農
業
者
や
Ｊ
Ａ
新
お

た
る
で
は
、
国
の
支
援
制
度

や
農
業
人
材
用
マ
ッ
チ
ン
グ

ア
プ
リ
の
活
用
等
、
新
た
な

取
組
が
行
わ
れ
て
い
る
。
町

も
こ
う
し
た
成
果
を
基
に
、

来
年
度
か
ら
活
用
で
き
る
よ

う
準
備
を
進
め
て
い
る
。

技能実習生等の宿泊施設の対策は
町長 当面使用しない職員住宅等で対応

　公共施設の適正配置や、効果的・効率的な管理を行

うため、施設ごとにその役割やあり方を再検討し、具

体的な対応方針を示すことを目的に策定するもので

す。

ニキボーのなになに？

仁木町公共施設個別施設計画とは

問
当
面
使
用
し
な
い
職

員
住
宅
や
教
員
住
宅

の
貸
出
し
等
の
具
体
的
な
取

組
は
。

職員住宅はすでに活用されています

空
き
家
と
な
っ
て
い
る
職
員

住
宅
等
の
う
ち
、
３
戸
を
Ｊ

Ａ
新
お
た
る
の
申
し
出
に
よ

り
11
月
末
ま
で
宿
泊
施
設
と

し
て
貸
付
け
て
い
る
。
今
後

も
、
修
繕
等
の
経
費
を
自
己

負
担
し
て
い
た
だ
け
る
と
い

う
条
件
で
あ
れ
ば
、
貸
付
け

る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

適
切
な
時

期
に
処
分

に
つ
い
て
判
断
し
、
競
争
性

を
含
め
て
使
途
を
十
分
検
討

し
た
上
で
判
断
し
て
い
く
。

問
外
国
人
技
能
実
習
生

等
の
宿
泊
施
設
整
備

町
長
労
働
力
不
足
が

年
々
深
刻
に

な
っ
て
い
る
中
、
外
国
人
技

能
実
習
生
を
含
む
外
国
人
人

材
の
果
た
す
役
割
は
大
き
く

な
っ
て
お
り
、
昨
年
度
実

施
し
た
「
空
き
住
宅
調
査
結

果
」
等
を
活
用
し
、
宿
泊
施

設
と
し
て
利
用
で
き
る
情
報

の
提
供
や
当
面
使
用
し
な
い

職
員
住
宅
や
教
員
住
宅
の
貸

副
町
長

問
　

「
仁
木
町
公
共
施

設
個
別
施
設
計
画
」

に
向
け
た
取
組
状
況
と
今
後

の
対
策
は
。

出
し
等
、
必
要
に
応
じ
て
対

応
す
る
。

総
務
課
参
事

教
育
次
長
教
職
員

住
宅
を

普
通
財
産
に
変
更
し
、
一
般

に
貸
付
け
る
こ
と
は
可
能
で

あ
り
、
必
要
に
応
じ
て
対
応

す
る
。

で
、
将
来
的
に
売
却
予
定
と

し
た
職
員
住
宅
や
教
員
住
宅

を
実
習
生
向
け
の
宿
泊
施
設

に
限
定
し
、
処
分
す
る
こ
と

は
可
能
か
。
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　町政のそこが聞きたい　

上村智恵子 議員
うえむら ちえこ

町
長
高
齢
者
に
対
す

る
認
知
症
防
止

の
観
点
か
ら
も
補
聴
器
の
装

着
に
つ
い
て
推
進
す
べ
き
も

の
と
改
め
て
認
識
し
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

加
齢
性
難
聴
者
の
補
聴
器

購
入
に
対
す
る
独
自
の
助
成

補
聴
器
の
購
入
に
町
独
自
の
助
成
を

町
長
国
で
制
度
化
さ
れ
る
こ
と
が
望
ま
し
い

町では運動教室等も実施しています

ほ
と
ん

ど
の
自

治
体
が
購
入
費
の
2
分
の
１

補
助
で
助
成
額
は
２
〜
５
万

円
で
あ
る
が
、
同
様
の
水
準

で
助
成
を
行
っ
た
場
合
、
低

所
得
の
補
聴
器
使
用
者
の
経

済
的
負
担
を
軽
減
さ
せ
る
こ

問
「
高
齢
者
に
対
す
る

認
知
症
防
止
の
観
点

か
ら
も
補
聴
器
の
装
着
に
つ

い
て
推
進
す
べ
き
も
の
と
改

め
て
認
識
し
た
と
こ
ろ
だ
」

と
言
い
な
が
ら
、
助
成
制
度

を
創
設
す
る
考
え
は
な
い
と

切
り
捨
て
る
そ
の
根
拠
は
。

住
民
課
長

問
白
内
障
の
眼
内
レ
ン

ズ
も
当
時
は
自
己
負

担
だ
っ
た
が
、
各
自
治
体
の

助
成
制
度
が
増
え
、
国
で
も

保
険
適
用
に
な
っ
た
経
緯
が

あ
る
。
医
療
と
い
う
こ
と

で
、
難
聴
者
に
助
成
で
き
な

い
の
か
。

問
国
の
制
度
が
で
き
る

ま
で
、
補
聴
器
の
購

入
に
対
し
、
町
独
自
の
助
成

を
検
討
し
て
は
い
か
が
か
。

　

３
年
前
の
一
般
質
問
以
降

の
調
査
・
研
究
の
結
果
と
併

せ
て
町
長
の
見
解
は
。

問
町
で
も
認
知
症
予
防

や
介
護
予
防
を
通
じ

た
取
組
を
展
開
し
て
い
る
が
、

補
聴
器
助
成
に
つ
い
て
、
た

く
さ
ん
の
方
が
押
し
寄
せ
る

と
い
う
こ
と
は
な
い
と
思
う
。

　

自
分
も
補
聴
器
を
つ
け
て

み
よ
う
か
と
い
う
き
っ
か
け

に
な
る
と
思
う
の
で
、
ぜ
ひ

今
後
も
検
討
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
う
が
い
か
が
か
。

全
国
市
長

会
を
含
め

て
、
い
ろ
い
ろ
な
所
か
ら
国

に
対
し
て
の
制
度
設
計
自
体

の
要
望
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　

当
面
は
町
と
し
て
、
独
自

の
考
え
で
や
る
の
で
は
な
く
、

国
の
そ
う
い
っ
た
支
援
を
充

実
さ
せ
る
よ
う
に
必
要
に
応

副
町
長

国
の
制
度

設
計
が
十

分
で
な
い
部
分
も
あ
り
、
周

辺
的
な
状
況
が
整
っ
て
い
な

い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
今

の
と
こ
ろ
制
度
と
し
て
創
設

は
考
え
て
い
な
い
。

副
町
長

制
度
の
創
設
に
つ
い
て
は
、

町
と
し
て
は
、
国
の
補
装
具

費
支
給
制
度
の
中
で
対
応
す

る
な
ど
、
制
度
化
さ
れ
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い

る
。

と
は
厳
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　

町
と
し
て
は
、
実
施
に
当

た
っ
て
の
事
業
の
効
果
に
つ

い
て
も
慎
重
に
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
。

じ
て
要
請
を
し
な
が
ら
対
策

を
と
っ
て
い
き
た
い
。
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全員協議会全員協議会

跳ね上がる肥料価格跳ね上がる肥料価格

　

今
回
の
全
員
協
議
会
で
は
、

令
和
３
年
度
か
ら
の
繰
越
金

約
７
７
１
６
万
円
と
、
令
和

４
年
度
の
「
燃
料
高
騰
、
生

活
困
窮
対
策
」
と
し
て
交
付

さ
れ
た
３
８
４
０
万
円
を
合

わ
せ
た
約
１
億
１
５
５
６
万

円
の
う
ち
、
既
に
使
用
用
途

が
決
ま
っ
て
い
る
約
８
６
０

７
万
円
を
除
く
約
２
９
４
９

万
円
の
使
用
用
途
予
定
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

「
事
業
継
承
に
向
け
た

生
産
コ
ス
ト
削
減
の
た
め
の

緊
急
支
援
事
業
」
は
、
国
か

ら
の
７
割
補
助
を
受
け
ら
れ

る
の
に
プ
ラ
ス
し
て
２
割
分

を
受
け
ら
れ
る
と
い
う
認
識

で
よ
い
か
。

　
　

仰
せ
の
と
お
り
で
あ
り
、

７
割
を
国
が
、
２
割
を
町
が

補
助
す
る
。
合
計
す
る
と
、

本
人
に
は
９
割
分
が
補
填
さ

れ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
の
組
合
員
に

対
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
が
さ
ら
に

ＱＡ

８月２４日８月２４日
１０月　６日１０月　６日

　
　

補
助
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
期
間
に
多
め
に
注
文
さ

れ
る
こ
と
は
な
い
の
か
。

　
　

国
の
補
助
金
の
内
容
を

そ
の
ま
ま
町
で
適
用
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
国
か
ら
の

説
明
で
は
、
申
請
の
段
階
で

作
付
作
物
と
面
積
を
報
告
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
農

業
生
産
技
術
体
系
と
い
う
も

の
で
、
作
物
の
10
ア
ー
ル
当

た
り
の
肥
料
の
必
要
量
が
示

さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
れ
が

上
限
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

ＱＡ ６
％
分
を
交
付
す
る
と
伺
っ

て
い
る
。

購入費を一部支援購入費を一部支援

８月 24日の全員協議会では、新型コロナウ
イルス感染症対応地方創生臨時交付金に関す
る件について協議しました。
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10 月６日の全員協議会では、畜産環境関連施設等導
入支援事業に関する件、電力・ガス・食料品等価格高騰
緊急支援給付金に関する件について協議しました。

　

畜
産
環
境
関
連
施
設
等
導

入
支
援
事
業
に
関
す
る
件
で

は
、
町
内
の
畜
産
農
家
が
苫

小
牧
市
に
持
つ
肥
育
豚
を
生

産
す
る
農
場
に
、
高
性
能
の

脱
臭
施
設
を
新
た
に
整
備
す

る
た
め
の
国
庫
補
助
金
に
つ

い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
力
・
ガ
ス
・
食

料
品
等
価
格
高
騰
緊
急
支
援

給
付
金
に
関
す
る
件
は
、
電

力
・
ガ
ス
・
食
料
品
等
の
価

格
高
騰
に
よ
る
負
担
増
を
踏

ま
え
、
特
に
家
計
へ
の
影
響

が
大
き
い
低
所
得
世
帯
（
住

民
税
非
課
税
世
帯
）
に
対
し
、

１
世
帯
当
た
り
５
万
円
を

プ
ッ
シ
ュ
型
で
支
給
す
る
も

の
で
、
総
事
業
費
は
全
額
国

庫
補
助
対
象
で
４
１
０
０
万

円
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

全
員
協
議
会
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
件
に
つ
い
て
説
明
を

受
け
ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の

件
も
質
疑
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

電力・ガス・食料品等価格高騰に給付金電力・ガス・食料品等価格高騰に給付金

No. 事　業　内　容 事 業 費

１

新型コロナウイルス感染症予防対策環境整備事業

674万 7千円消防職員が救急活動をする際に、職員や傷病者が新型コロナウイルスに感染しないよう
資機材の整備を図ります。

２

高齢者世帯等生活支援事業

550万 4千円新型コロナウイルス感染症の影響が長期化し、原油価格の高騰等の影響が特に大きいと
考えられる低所得の高齢者及び障がい者世帯を支援するために、対象世帯主に 12,000 円
の現金を給付します。

３

事業継承に向けた生産コスト削減のための緊急支援事業

1544 万 7千円ロシアのウクライナ侵攻や中国の輸出規制により、肥料の高騰が続いており、農業生産
者の事業継承が難しい状況にあることから、生産コスト削減に向けた支援を行います。

（過去掲載分は省略）　

感
染
防
止
及
び
緊
急
災
害

対
策
と
し
て
救
急
活
動
を
行

う
職
員
や
傷
病
者
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
初

め
と
す
る
感
染
防
止
、
救
護

対
策
に
活
用
す
る
エ
ア
ー
テ

ン
ト
を
購
入
し
ま
す
。

【
No.
１
に
つ
い
て
】

　

原
油
価
格
の
高
騰
に
よ
る

光
熱
水
費
や
食
料
費
が
高
騰

す
る
中
、
特
に
影
響
の
大
き

い
低
所
得
の
高
齢
者
や
、
障

が
い
者
支
援
の
た
め
、
北
海

道
の
生
活
支
援
事
業
補
助
金

と
町
の
臨
時
交
付
金
を
活
用

し
て
補
助
し
ま
す
。

【
No.
２
に
つ
い
て
】

　

国
が
実
施
す
る
肥
料
価
格

高
騰
対
策
事
業
の
仕
組
み
を

踏
襲
し
、
高
騰
分
の
２
割
分

を
町
が
補
助
す
る
も
の
で
、

Ｊ
Ａ
組
合
員
は
新
お
た
る
農

協
で
、
そ
れ
以
外
の
方
は
町

で
申
請
を
受
け
付
け
る
予
定

で
す
。

【
No.
３
に
つ
い
て
】

非課税世帯１世帯に　５万円
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質
疑
あ
れ
こ
れ

　
　

近
年
の
有
害
鳥
獣
に
お

け
る
被
害
状
況
は
。

ＱＡ
　
　

令
和
２
年
度
は
被
害
面

積
１
６
７
ア
ー
ル
、
被
害
額

が
６
１
７
万
４
千
円
、
令
和

３
年
度
は
被
害
面
積
３
３
２

ア
ー
ル
で
、
被
害
額
は
１
３

９
６
万
９
０
７
２
円
と
い
う

状
況
で
あ
る
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
状
況
に
つ

い
て
は
、
町
内
で
設
置
さ
れ

て
い
る
ヒ
グ
マ
捕
獲
用
檻
、

ア
ラ
イ
グ
マ
用
箱
わ
な
、
シ

カ
用
電
気
柵
を
調
査
し
ま
し

た
。

　

担
当
課
職
員
か
ら
、
過
去

５
年
間
の
有
害
鳥
獣
捕
獲
実

績
、
ヒ
グ
マ
捕
獲
用
檻
の
設

置
状
況
、
狩
猟
免
許
等
取
得

補
助
事
業
等
の
説
明
を
受
け

た
後
、
実
際
に
わ
な
や
檻
が

設
置
さ
れ
て
い
る
現
地
を
確

認
し
ま
し
た
。

　
　

毎
年
、
狩
猟
免
許
の
取

得
に
つ
い
て
補
助
事
業
を
展

開
し
て
い
る
が
、
今
現
在
、

猟
友
会
の
ど
の
程
度
の
方
が

狩
猟
の
免
許
を
有
し
て
い
る

の
か
。

ＱＡ
　
　

今
現
在
16
名
い
て
、
そ

の
ほ
か
に
休
会
中
の
方
が
２

名
い
る
。

　

わ
な
免
許
を
取
得
し
て
い

る
方
が
９
名
、
銃
の
免
許
を

取
得
し
て
い
る
方
が
12
名
、

こ
の
う
ち
、
両
方
を
持
っ
て

い
る
方
が
５
名
と
い
う
状
況

で
あ
る
。

令和４年８月３日に総務経済常任委員会の所管事務調査を行い、

余市川土地改良区頭首工改修整備事業の進捗状況について及び、有

害鳥獣対策状況について調査しました。

常任委員会常任委員会

事務調査事務調査
有害鳥獣から有害鳥獣から
　 農作物を守れ！　 農作物を守れ！

　
　

有
資
格
者
の
年
齢
構
成

は
。

ＱＡ
　
　

60
歳
以
上
の
方
が
７
名

で
あ
り
、
う
ち
70
才
以
上
が

４
名
で
あ
る
。

　

ま
た
、
残
り
の
９
名
の
う

ち
、
50
歳
未
満
が
６
名
で
あ

る
。

　
　

町
民
か
ら
、
箱
わ
な
を

役
場
に
借
り
に
行
っ
て
も
、

在
庫
が
な
い
と
い
う
こ
と
で

断
ら
れ
た
と
い
う
話
を
聞
く

が
、
年
間
ど
の
程
度
の
要
望

が
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
わ
な
の
保

有
に
つ
い
て
、
町
の
方
針
は
。

ＱＡ
　
　

町
で
は
ア
ラ
イ
グ
マ
用

の
箱
わ
な
を
現
在
64
基
保
有

し
て
お
り
、
い
ず
れ
も
貸
出

中
で
あ
る
。
要
望
に
つ
い
て

は
、
年
に
２
・
３
件
あ
る
状

況
だ
が
、
町
と
し
て
は
、
貸

出
用
の
わ
な
を
今
後
購
入
す

る
予
定
は
な
く
、
補
助
事
業

を
活
用
し
、
購
入
し
て
も
ら

う
よ
う
、
お
知
ら
せ
を
し
て

い
る
状
況
で
あ
る
。
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余市川頭首工改修整備余市川頭首工改修整備

　

余
市
川
土
地
改
良
区
頭
首

工
改
修
整
備
事
業
の
調
査
で

は
、
昨
年
度
に
改
修
を
終
え

た
仁
木
頭
首
工
、
現
在
整
備

中
で
あ
る
長
沢
頭
首
工
、
こ

れ
か
ら
整
備
予
定
で
あ
る
銀

山
頭
首
工
の
３
箇
所
を
回
り
、

そ
れ
ぞ
れ
余
市
川
土
地
改
良

区
職
員
か
ら
説
明
を
受
け
な

が
ら
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

現
地
調
査
前
に
は
、
町
職

員
か
ら
平
成
27
年
度
か
ら
令

和
７
年
度
（
予
定
）
ま
で
の

　
　

現
在
貸
出
し
て
い
る
わ

な
に
つ
い
て
は
、
年
間
を
通

し
て
ど
こ
か
の
タ
イ
ミ
ン
グ

で
返
し
て
も
ら
い
、
そ
れ
を

貸
し
て
、
当
た
ら
な
か
っ
た

人
は
補
助
を
使
っ
て
購
入
す

る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
公

平
性
が
保
た
れ
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
が
、
そ
の
あ

た
り
の
考
え
は
。

ＱＡ
　
　

わ
な
に
つ
い
て
は
、
現

在
貸
し
っ
ぱ
な
し
で
、
何
年

も
経
過
し
て
い
る
状
況
で
あ

り
、
在
庫
が
本
当
に
農
家
さ

ん
の
と
こ
ろ
に
あ
る
か
も
押

さ
え
き
れ
て
い
な
い
。

　

現
在
、
貸
出
し
て
い
る
も

の
は
返
し
て
も
ら
う
と
い
う

考
え
は
な
く
、
耐
用
年
数
も

過
ぎ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
は
、
個
々
に
購
入
し
て
い

た
だ
く
こ
と
で
公
平
性
を
保

と
う
と
い
う
考
え
で
あ
る
。

　
　

い
ろ
い
ろ
な
事
情
が
あ

る
こ
と
や
、
言
っ
て
い
る
こ

と
は
理
解
す
る
が
、
町
の
資

産
と
い
う
か
保
有
物
が
管
理

で
き
て
い
な
い
こ
と
は
問
題

で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

Ｑ

Ａ
　

わ
な
に
限
ら
ず
他
の
貸
与

し
て
い
る
も
の
も
同
様
な
こ

と
が
起
き
て
く
る
と
考
え
る

が
、
他
の
貸
与
し
て
い
る
も

の
は
把
握
で
き
て
い
る
の
か
。

　
　

箱
わ
な
に
つ
い
て
は
、

当
初
は
、
農
家
さ
ん
と
の
や

り
と
り
の
中
で
返
し
て
も
ら

う
と
い
う
話
も
あ
っ
た
が
、

農
家
さ
ん
の
手
間
が
か
か
る

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
数
年

で
壊
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う

と
い
う
こ
と
で
、
実
際
は
貸

与
と
い
う
よ
り
は
使
っ
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
提

供
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
い

う
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

そ
の
た
め
、
一
般
的
な
固

定
資
産
と
か
そ
う
い
っ
た
も

の
と
は
異
な
る
考
え
方
で
運

用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　
　

誤
解
を
招
く
可
能
性
も

あ
る
た
め
、
返
却
は
無
し
に

し
て
も
、
町
職
員
が
確
認
し

に
行
く
等
、
管
理
体
制
を
考

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

ＱＡ
　
　

今
後
に
向
け
て
検
討
し

て
い
き
た
い
。

整
備
事
業
の
内
容
と
財
源
内

訳
が
説
明
さ
れ
、
令
和
４
年

度
の
改
修
事
業
に
お
け
る
町

の
支
援
額
は
、
長
沢
頭
首
工

で
３
４
１
２
万
６
千
７
０
０

円
、
銀
山
頭
首
工
と
尾
根
内

頭
首
工
の
２
か
所
で
１
４
８

０
万
５
７
０
０
円
で
あ
り
、

総
額
は
４
８
９
３
万
２
４
０

０
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
本
件
に
関
し
て
委

員
か
ら
の
質
疑
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。

事業の進捗は事業の進捗は
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議会活性化議会活性化
特別委員会特別委員会

ペーパーレスシステムペーパーレスシステム
　　　　 導入に向けて　　　　 導入に向けて

　

仁
木
町
議
会
活
性
化
特
別

委
員
会
で
は
、
昨
年
５
月
25

日
に
開
催
の
委
員
会
に
て
、

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
シ
ス
テ

ム
の
導
入
に
向
け
て
検
討
す

る
こ
と
を
決
定
し
、
そ
の
後
、

複
数
の
シ
ス
テ
ム
の
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
し

て
き
ま
し
た
。

　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
町
側
の
職
員
に
も
参

加
い
た
だ
き
、
会
議
中
の
活

用
方
法
を
は
じ
め
、
議
会
以

外
で
の
活
用
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
視
点
か
ら
可
能
性
を

探
っ
て
い
ま
す
。

資料の印刷や配布等廃止資料の印刷や配布等廃止

による業務の効率化による業務の効率化

　現在、資料の印刷は主に庁舎内にあるカラー現在、資料の印刷は主に庁舎内にあるカラー
印刷機で行われており、本会議等で使用する資印刷機で行われており、本会議等で使用する資
料は数百ページに及ぶこともあります。料は数百ページに及ぶこともあります。
　これらをデータとして配信することで、印刷　これらをデータとして配信することで、印刷
する時間や、資料を編綴・配布する時間が削減する時間や、資料を編綴・配布する時間が削減
され、業務の効率化が図られます。され、業務の効率化が図られます。

ペーパーレスシステム導入のメリットペーパーレスシステム導入のメリット

　タブレット端末を使用し、従来、紙で配布していた

会議の資料を電子化し閲覧可能とするシステムのこと

で、導入することで業務の効率化やコスト削減が見込

まれます。

ニキボーのなになに？

ペーパーレス会議システムとは

紙書類の廃棄の減少紙書類の廃棄の減少

(SDGs 目標12)(SDGs 目標12)

　紙書類の廃棄の減少にもつながり、ＳＤＧｓ紙書類の廃棄の減少にもつながり、ＳＤＧｓ
のゴール12であるのゴール12である
「つくる責任 「つくる責任 
　　　　つかう責任」　　　　つかう責任」
につながります。につながります。

資料の検索性能の向上資料の検索性能の向上

　現在、本会議等で使用した資料については、現在、本会議等で使用した資料については、
紙で保管されています。紙で保管されています。
　これらがデータとして保存されることで、資　これらがデータとして保存されることで、資
料の検索などが容易になると共に、保管につい料の検索などが容易になると共に、保管につい
てもタブレット１台で済むことから、省スペーてもタブレット１台で済むことから、省スペー
ス化にもつながります。ス化にもつながります。

コピー用紙や印刷代のコピー用紙や印刷代の

コスト削減コスト削減

　従来、紙で配布していた議案等の会議資料を従来、紙で配布していた議案等の会議資料を
電子化しデータで配布することで、コピー用紙電子化しデータで配布することで、コピー用紙
や資料の印刷代を削減することが可能です。や資料の印刷代を削減することが可能です。
　本会議以外にも、委員会や町の会議など、使　本会議以外にも、委員会や町の会議など、使
用範囲を広げることでその効果は大きくなりま用範囲を広げることでその効果は大きくなりま
す。す。
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「きになるなにき」町議会

～議員の活動実績を一部公開～～議員の活動実績を一部公開～

　

昨
今
の
議
会
広
報
紙
に
は
、

議
会
の
活
動
を
広
く
住
民
に

提
供
す
る
た
め
の
機
能
を
持

つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、

一
昨
年
か
ら
議
員
の
質
問
・

質
疑
数
を
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
改
選
後
３
年

が
経
過
し
た
中
で
、
昨
年
か

ら
１
年
間
の
議
員
が
本
会
議

や
委
員
会
で
行
っ
た
質
疑
や
、

本
会
議
で
の
一
般
質
問
の
回

数
に
つ
い
て
公
開
し
ま
す
。

　

な
お
、
一
般
質
問
と
質
疑

は
大
き
く
３
種
類
に
分
け
て

集
計
し
て
お
り
、
各
項
目
の

詳
細
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

一般質問・・・本誌９ページ下部の「ニキボーのな
　　　　　　　になに」をご覧ください。
質 疑 ①・・・定例会及び臨時会で行われた質疑
質 疑 ②・・・予算・決算特別委員会や全員協議会
　　　　　　　等で行われた質疑

各項目は以下の通りに分類しています

横
関
議
長
の
所
感

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
行
事
等
が
少
な
く
な
り
、
町
民
と
の

ふ
れ
あ
い
が
希
薄
に
な
り
、
議
会
活
動
に
も
支
障
が
出
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
住
民
の
代
表
と
し
て
の
役
割

は
重
要
で
す
。

　

活
発
な
質
疑
や
討
論
を
期
待
し
ま
す
。

上
村
活
性
化
委
員
長
の
所
感

～　一般質問数　～

～　質疑①（定例会・臨時会）　～

～　質疑②（委員会等）　～

３回

４回

２回

２回

２回

55 回
11 回

23 回

20 回

11 回

２回

５回

４回

30 回

１回

３回

２回

※議長は質問及び質疑はできません

　

任
期
も
残
す
と
こ
ろ
１
年
を
切
り
ま
し
た
。
３
年
前
に

当
選
し
た
際
に
議
員
の
み
な
さ
ん
が
掲
げ
た
目
標
は
達
成

で
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。
残
り
わ
ず
か
な
期
間
で
す
が
、

町
民
の
代
表
と
し
て
、
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
機
能
を
果

た
す
べ
く
、
よ
り
活
発
な
質
疑
を
求
め
ま
す
。

１回

６回
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今
般
の
議
会
活
動
に
は
町

民
の
意
見
反
映
が
多
く
求
め

ら
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
に
は
町
民
と
の
意

見
交
換
が
重
要
と
な
る
こ
と

か
ら
、
広
報
活
動
を
よ
り
多

く
実
施
す
る
た
め
、
議
会
広

報
編
集
特
別
委
員
を
従
来
の

４
名
体
制
か
ら
８
名
体
制
と

す
る
こ
と
が
第
３
回
定
例
会

（
９
月
22
日
開
会
）
に
お
い

て
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
よ
り
多
く
の

町
民
の
方
に
手
に
取
っ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
紙
面
づ
く
り

を
す
る
と
と
も
に
、
多
く
の

方
の
意
見
や
要
望
を
伺
え
る

よ
う
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

広報委員広報委員
　 全議員で再始動　 全議員で再始動

議会広報編集議会広報編集
特別委員会特別委員会

　

広
報
の
発
行
は
も
ち
ろ
ん
、

昨
今
で
は
、
「
広
聴
」
の
役

割
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
町
議
会
で
は
、
現
在

行
っ
て
い
る
意
見
交
換
会
が

こ
れ
に
該
当
し
ま
す
が
、
そ

の
他
に
も
、
公
共
問
題
等
に

つ
い
て
住
民
に
十
分
な
情
報

を
提
供
し
な
が
ら
住
民
の
意

見
を
引
き
出
す
こ
と
が
重
要

と
な
り
ま
す
。

広
報
委
員
会
に
求
め

ら
れ
る
機
能
は

　

議
会
広
報
に
求
め
ら
れ
る

主
な
役
割
は
、
議
会
が
何
を

協
議
し
議
決
し
た
の
か
、
特

に
審
議
の
内
容
や
そ
の
過
程

を
伝
え
る
こ
と
で
す
が
、
議

案
の
審
議
だ
け
で
は
な
く
、

一
般
質
問
や
住
民
と
の
対
話

な
ど
を
伝
え
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

議
会
広
報
の
役
割
は

広報ができるまで広報ができるまで
　

委
員
活
動
の
メ
イ
ン
は
議

会
広
報
の
発
行
で
す
。

　

広
報
は
３
か
月
に
１
度
発

行
し
て
い
ま
す
が
、
１
度
の

発
行
ご
と
に
４
回
の
委
員
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

発
行
ま
で
の
簡
単
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
左
記
に
掲
載
い

た
し
ま
す
。

委
員
は
主
に
何
を
し

て
い
る
の
か↓

↓

↓

↓

　定例会閉会日または翌日に、広報紙に掲載する議案
を選びます。また、ページ割など、紙面全体の構成に
ついて協議します。

１回目１回目

　紙面全体のレイアウト等について協議します。
　また、委員で役割分担し、次の委員会までに取材や
写真撮影を行います。

２回目２回目

　リード文や写真を決定します。
　この頃には全体の80％程度まで紙面は完成してい
ます。

３回目３回目

　誤字や脱字が無いか、写真の明るさやテーマは適切
か等、全ページの最終確認を行った後、印刷会社へ
データを入稿します。

４回目４回目

　全戸配布にて議会広報を発行します。
　発行のタイミングは定例会閉会の翌々月です。

発行！
発行！

内容についての協議も多くの意見がでます
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ぎかいトピックス

読
者
が
読
み
や
す
い

読
者
が
読
み
や
す
い

     
     　

　
　
　

編
集
方
法
を
学
ぶ

編
集
方
法
を
学
ぶ

８
⽉
23
⽇
︑
上
川
管
内
鷹
栖
町
議
会
広
報
広
聴
常
任
委

員
会
︵
⽚
⼭
委
員
⻑
︑
川
原
副
委
員
⻑
︶
と
︑
議
会
広
報

に
つ
い
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
意
⾒
交
換
会
が
⾏
わ
れ
ま
し
た
︒

 

本
町
議
会
か
ら
は
︑
野
崎
委
員
⻑
︑
⽊
村
副
委
員
⻑
︑

麿
委
員
が
出
席
し
︑
そ
れ
ぞ
れ
の
町
の
議
会
広
報
紙
を
紹

介
し
た
後
︑
意
⾒
交
換
を
⾏
い
ま
し
た
︒

 

鷹
栖
町
議
会
は
︑
昨
年
度
⾏
わ
れ
た
北
海
道
町
村
議
会

広
報
コ
ン
ク
ー
ル
特
選
︑
全
国
町
村
議
会
広
報
コ
ン
ク
ー

ル
７
位
受
賞
と
︑
⾮
常
に
レ
ベ
ル
の
⾼
い
広
報
紙
を
発
⾏

し
て
い
る
ほ
か
︑
メ
デ
ィ

ア
に
も
多
く
取
り
上
げ
ら

れ
る
な
ど
︑
⾰
新
的
な
取

組
で
全
国
か
ら
注
⽬
さ
れ

て
い
ま
す
︒

 

本
町
議
会
と
し
て
は
初

の
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
で
し

た
が
︑
意
⾒
交
換
の
際
に

は
︑
編
集
⽅
法
や
役
割
分

担
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

で
き
︑
効
率
的
で
︑
更
に

読
み
や
す
い
広
報
紙
作
成

の
た
め
︑
⼤
変
参
考
と
な

る
有
意
義
な
研
修
と
な
り

ま
し
た
︒

鷹
栖
町
議
会　

広
報
広
聴
常
任
委
員
会
と
意
見
交
換

10
⽉
28
⽇
︑
空
知
管

内
沼
⽥
町
議
会
広
報
特

別
委
員
会
︵
⻑
野
時
敏

委
員
⻑
外
５
名
︶
が
来

訪
し
︑
議
会
広
報
に
つ

い
て
研
修
視
察
が
⾏
わ

れ
ま
し
た
︒

 

研
修
視
察
に
は
︑
議

会
広
報
編
集
特
別
委
員

会
委
員
が
同
席
し
︑
本

町
の
議
会
だ
よ
り
及
び

ぷ
ち
通
信
の
紙
⾯
構
成

や
編
集
⽅
法
等
を
説
明

し
た
後
︑
意
⾒
交
換
を

⾏
い
ま
し
た
︒

 

意
⾒
交
換
で
は
︑
要
約
作
業
や
紙
⾯
の
レ
イ
ア
ウ
ト
︑

デ
ザ
イ
ン
関
係
の
質
疑
が
多
く
︑
今
後
の
参
考
と
な
る
ご

意
⾒
も
い
た
だ
き
ま
し
た
︒

 

ま
た
︑
議
会
広
報
を
作
成
す
る
た
め
⽇
々
奮
闘
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
お
聞
き
し
︑
私
た
ち
も
今
以
上
に
読
み
や
す

い
広
報
紙
作
成
の
た
め
︑
⽇
々
研
鑽
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
改
め
て
感
じ
ま
し
た
︒

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

議
会
広
報
づ
く
り
で

議
会
広
報
づ
く
り
で

   
   　

    
    

貴
重
な

貴
重
な
意
見
交
換

意
見
交
換

沼
田
町
議
会　

広
報
特
別
委
員
会
が
来
訪

　

８
月
24
日
、
岩
内
町

﹁
岩
内
地
方
文
化
セ
ン

タ
ー
﹂
に
お
い
て
、
後

志
町
村
議
会
議
員
研
修

会
が
開
催
さ
れ
、
全
議

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
﹁
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
に
つ
い
て
考
え

る
～
し
な
い
、
さ
せ
な

い
、
よ
り
よ
い
職
場
環

境
の
実
現
の
た
め
に

～
﹂
と
題
し
て
、
弁
護

士
法
人
佐
々
木
総
合
法
律
事
務
所
の
山
田
敬
之
弁
護
士
の

講
演
を
拝
聴
し
、
最
近
の
報
道
例
や
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
種

類
と
法
令
上
の
根
拠
に
つ
い
て
、
事
例
を
用
い
て
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
講
演
終
了
の
際
に
は
、
﹁
講
演
の
内
容
は
基
本

的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
を
導
入
と
捉
え
て
各
議
会
で
ど

の
よ
う
に
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
に
取
組
ん
で
い
く
か
が
重

要
で
す
。
﹂
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、
私
た
ち
が
議

会
と
し
て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
が
重

要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
大
変
貴
重

な
研
修
会
と
な
り
ま
し
た
。

●

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
をを

　
　
　
　

 　
　

防
止
す
る
た
め
に

　
　

防
止
す
る
た
め
に

後
志
町
村
議
会
議
員
研
修
会
に
参
加

オンライン意見交換会の様子
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よ
り
に
き

no.137

絆
ギ
ュ
ー
ト
ロ
ニ
ッ
チ　

マ
ッ
ク
ス

さ
ん

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

佐
藤
秀
教
）

Ｊ
Ｒ
廃
線
の
代
替
案
の
充
実
を

　

連
載
28
回
目
は
、
北
町
在
住
の
ギ
ュ
ー
ト

ロ
ニ
ッ
チ
さ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
紹
介
し
ま

す
。
奥
様
と
お
子
さ
ん
の
３
人
家
族
で
す
。

　

お
仕
事
は
、
主
に
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

 

私
た
ち
の
よ
う
な
核
家
族
や
︑
息
⼦
に
と

っ
て
︑
ご
年
配
の
⽅
と
関
わ
れ
る
機
会
が
あ

る
の
は
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
︒

 

こ
こ
に
⼦
育
て
世
代
が
増
え
る
と
︑
よ
り

よ
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
る
と
思
い
ま
す
︒

仁
木
町
の
将
来
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う

に
感
じ
て
い
ま
す
か
。

お
子
さ
ん
に
対
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
！

あ
な
た
の
お
か
げ
で
普
段
の
何
気
な
い
時

間
す
ら
幸
せ
に
感
じ
ま
す
︒
こ
れ
か
ら
も
楽

し
い
こ
と
を
た
く
さ
ん
し
て
い
こ
う
ね
︒

 

あ
な
た
の
成
⻑
が
私
た
ち
の
楽
し
み
で

す
︒

　

Ｊ
Ｒ
の
廃
線
に
つ
い
て
、
利
便
性
の
低
下
を

心
配
す
る
ギ
ュ
ー
ト
ロ
ニ
ッ
チ
さ
ん
の
お
話
し

を
伺
い
、
代
替
案
の
整
備
が
さ
れ
、
利
便
性
が

確
保
さ
れ
る
ま
で
は
Ｊ
Ｒ
の
存
続
を
訴
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
再
認
識
い
た
し
ま
し

た
。

まちのまちのイベントイベントを紹介！を紹介！

人人まちまちのの

︵
取
材
・
記
事　

野
崎
明
廣
︶

 一緒に演奏しませんか一緒に演奏しませんか
　

最
近
、
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
増
え
た
銀
山
女
性
の
会
の
ビ
ー
ト

ス
コ
ッ
プ
は
、
活
動
10
年
目
に
入
り
ま
し
た
。

　

来
年
70
周
年
を
迎
え
る
女
性
の
会
は
、
メ
ン
バ
ー
が
施
設
の
お
祭
り
で
出
し

物
を
見
た
時
に
、
「
銀
山
で
も
何
か
や
り
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け

で
、
「
身
近
な
も
の
を
利
用
し
て
自
分
た
ち
で
も
で
き
る
こ
と
」
と
し
て
、
試

験
的
に
ビ
ー
ト
ス
コ
ッ
プ
を
始
め
た
そ
う
で
す
。

　

ビ
ー
ト
ス
コ
ッ
プ
は
、
楽
器
と
違
い
誰
で
も
す
ぐ
で
き
る
こ
と
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
振
り
付
け
で
体
を
動
か
し
ス
ト
レ
ス
の
発
散
が
で
き
る
こ
と
、
歌
の
歌
詞

ビ
ー
ト
ス
コ
ッ
プ
演
奏
者
の
み
な
さ
ん

に
元
気
を
も
ら
え
る
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
魅

力
に
あ
ふ
れ
て
お
り
、
今
年
は
ビ
ー
ト
ス

コ
ッ
プ
を
地
元
の
お
寺
の
火
祭
り
で
見
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
新
メ
ン
バ
ー
も
増
え
た

そ
う
で
す
。

　

「
地
域
に
根
差
し
て
、
地
域
を
手
伝
い
、

銀
山
の
魅
力
を
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
語
る

次の議会は

12月12月

定例会定例会
（12月下旬開催予定）

　

議
員
は
、
選
挙
区
内
の
方
に
答

礼
の
た
め
の
自
筆
に
よ
る
も
の
を

除
き
、
年
賀
状
等
の
挨
拶
状
を
出

す
こ
と
は
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

年
賀
状
等
の

あ
い
さ
つ
状
の
禁
止

商標登録第６３９８２５４号、６３９８２５５号ニキボーⓇは一般社団法人仁木町観光協会の登録商標です。

銀
山
女
性
の
会

み
な
さ
ん
は
、
歌
手
と
の
共
演
を
大
き
な
目
標
と
し
て
、
日
々
の
練
習
に

励
ん
で
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
最
後
に
は
「
み
ん
な
で
同
じ
目
標
に
向
か
い
、
演
奏

は
も
ち
ろ
ん
、
振
り
付
け
や
衣
装
な
ど
も
メ
ン
バ
ー
で
話
し
合
い
な
が
ら

決
め
、
た
く
さ
ん
練
習
し
、
上
手
く
で
き
た
時
の
達
成
感
は
何
も
の
に
も

代
え
難
い
。
こ
の
魅
力
を
一
緒
に
感
じ
て
く
れ
る
メ
ン
バ
ー
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

 

庭
で
遊
ん
で
い
る
時
や
︑
散
歩
の
時
な

ど
︑
ご
近
所
の
⽅
々
が
た
く
さ
ん
声
を
か
け

て
く
だ
さ
り
︑
息
⼦
の
成
⻑
を
⼀
緒
に
⾒
守

っ
て
い
て
く
だ
さ
る
よ
う
で
︑
と
て
も
温
か

い
気
持
ち
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
︒

仁
木
の
子
育
て
環
境
は
ど
う
で
す
か
。

 

公
園
を
充
実
さ
せ
て
欲
し
い
で
す
︒
⼩
さ

な
⼦
ど
も
で
も
遊
べ
る
よ
う
な
遊
具
が
設
置

し
て
あ
っ
た
り
︑
充
実
し
た
設
備
だ
と
︑
も

っ
と
⼈
が
集
ま
り
︑
⼦
ど
も
同
⼠
︑
親
同
⼠

の
交
流
の
場
に
も
な
る
と
思
い
ま
す
︒

 

冬
で
も
遊
べ
る
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
と
と
て

も
嬉
し
い
で
す
︒

　

子
育
て
に
関
す
る
こ
と
で
、
町
に
対

し
て
望
む
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

Ｊ
Ｒ
が
廃
線
に
な
る
と
い
う
の
は
︑
通
勤

や
通
学
で
利
⽤
す
る
⽅
に
と
っ
て
︑
と
て
も

不
便
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
︒

普
段
の
生
活
の
中
で
、
町
に
要
望
し
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

 

Ｊ
Ｒ
が
無
く
な
る
こ

と
で
︑
進
学
等
に
お
い

て
選
択
肢
が
減
る
こ
と

が
な
い
よ
う
に
バ
ス
等

の
代
替
案
の
充
実
を
望

み
ま
す
︒

◆編集・発行責任者

議　長 横関　一雄

◆議会広報編集特別委員会

委員長 野崎　明廣
副委員長 木村　章生
委　員 麿　　直之　
　　　 門脇　吉春

　　　 佐藤　秀教

　　　 嶋田　　茂

　　　 上村智恵子
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